
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「第５次千葉県男女共同参画計画」の推進に当たっては、同計画の目標に

向け、設定した各指標の目標を着実に達成していくため、令和３年度第２

回千葉県男女共同参画推進懇話会において了解いただいた下記の評価方法

等を用い、適正な進行管理に努めています。 
○ 県において、計画の全３１指標及び全２６５事業について、令和４年度

～令和８年度の毎年度、自己評価を行います。 
○ 計画評価専門部会において、計画の全３１指標及び指標に紐付く６０事

業について、令和４年度～令和７年度の４年間で一通り外部評価を行いま

す。（原則、年度ごとに異なる約８指標及びその指標に紐付く事業を外部

評価します。） 
○ 懇話会において、自己評価結果及び外部評価結果について、令和４年度

～令和７年度の毎年度、報告を行います。（なお、令和８年度は、計画 

期間終了後の評価結果について、報告を行います。） 
○ 計画評価専門部会及び懇話会でいただいた意見については、各事業所管

課にフィードバックし、目標達成に向けた、取組の充実を図ります。 
○ 計画の推進状況及び評価結果については、毎年度、県民へ公表を行いま

す。 

「第５次千葉県男女共同参画計画」における評価の概要図 
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➢ 令和５年度の自己評価結果について 

○ 第５次計画における全３１指標の令和７年度末目標値に対する到達状況は、 

下表のとおりです。 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➢ 計画評価専門部会による令和５年度の外部評価結果について 

○ 令和５年６月及び７月に２回実施した計画評価専門部会では、８指標について
意見をいただきました。 

○ 計画評価専門部会において、各外部有識者からいただいた意見等については、
各事業所管課にフィードバックを行いました。 
引き続き、目標達成に向けた改善等を図っていきます。 

３１指標の令和７年度末 

目標値に対する到達状況 

○ 昨年度と比較し、「基本目標Ⅰ あらゆる分野で男
女がともに活躍できる環境づくり」の「男女共同参画
推進事業所表彰件数」、「保育所等待機児童数」の  
２指標および、「推進体制」の「男女共同参画計画策
定市町村数」の１指標が「◎」（到達度 80％以上）と
なるなど、計画の進捗が図られています。一方、「基
本目標Ⅰ あらゆる分野で男女がともに活躍できる
環境づくり」の「子どもを生み育てやすいと感じる家
庭の割合」の指標の到達度が「◎」（到達度 80％以上）
から低下したほか、「県の審議会等における女性の割
合」など、計９指標が「△」（到達度 20％未満）に留
まっています。男女共同参画を推進するための取組が
全庁において順調に進められているところですが、 
目標達成に向けて引き続き、施策等を通じて推進を 
図っていく必要があります。 

基本目標等

 ◎
（到達度80％
以上、進展、

維持）

  ○
（到達度が

20％以上80％
未満）

△
（到達度が
20％未満）

―
（未判明）

計

6 2 5 1
(5) (4) (4) (1)
5 2 4 1

(4) (2) (4) (2)
0 0 0 3

(0) (0) (0) (3)
1 1 0 0

(0) (1) (1) (0)
12 5 9 5
(9) (7) (9) (6)

31計

 推進体制

Ⅲ 男女共同参画社会の実現に
  向けた基盤づくり

Ⅱ 安全・安心に暮らせる社会づくり

Ⅰ あらゆる分野で男女がともに
 活躍できる環境づくり

2

3

12

14
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令和５年度評価に対する計画評価専門部会における主な意見 

 

＜＜各指標についての主な意見＞＞ 

   ※ 複数の委員から同様の意見があったものについては、まとめて記載しています。 

 

 

【指標Ｎｏ.１】  男女共同参画推進事業所表彰件数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１  男女共同参画に積極的に取り組んでいる事業所の表彰 

 

 

 意 見  

 〇 表彰件数だけでなく、応募件数の確保も重要であり、指標とした方がいいのではない

か。 

○ 応募件数と表彰件数の釣り合いがとれないことで企業の応募意欲がそがれることが

懸念されるため、表彰件数や内容については応募件数に応じて柔軟に対応されたい。 

 〇 表彰の周知を図り男女共同参画の意識を高めていくためにも、市町村・各種団体から

の推薦の強化が必要。 

 〇 企業のインセンティブを上げる観点から、男女共同参画の視点での認証制度を導入

してはどうか。 

 

 

【指標Ｎｏ.２】 働き方改革アドバイザーを活用して働き方改革に取り組んだ企業数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２ ちばの「新しい働き方」推進事業（旧：「働き方改革推進事業」） 

 

 意 見  

 〇 働き方改革の進捗そのものではなく、アドバイザーの活用を目標指標としている点

について再検討が必要。アドバイザー活用の成果を確認する方法を検討すべき。 

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

３７社 ５１社
◎

（100％）
４９社

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

７０社 １３１社
◎

（進展）
増加を目指します
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 〇 テレワークなどのワーク・ライフ・バランスの推進が、ケアと市場の仕事を女性に押

し付けることにならないよう、男性の家事や育児への参画促進やアドバイザーに対す

る男女の非対称性を含むジェンダー研修の実施などが必要。 

 〇 周知の方法として、ホームページ、SNS等を活用していない企業も多いため、工夫が

必要ではないか。アドバイザーを活用した事例を積極的に広報することも重要である。 

 ○ ワーク・ライフ・バランスの必要性を認識しない企業の意識改革を図る方策の検討が

必要。 

 

 

【指標Ｎｏ.４】  家族経営協定締結数 

 

【指標Ｎｏ.５】  女性の認定農業者数 

 

【指標Ｎｏ.６】  女性の農業士等認証数 

 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１ 農山漁村女性団体ネットワークの活動支援 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２ 農山漁村男女共同参画地区推進会議の運営 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２３ 地域農業・産地力アップ女性リーダー講座の開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２４ 若手女性農業者の知識・技術力向上のための研修会の開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２５ 女性林業者の知識･技術力向上のための研修支援 

 

 意 見  

 〇 社会の男女共同参画の取組が進む中、家族経営協定が締結されている家庭は非常に

少数であることから、早急な改善が必要と考える。 

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

２,０３９戸
（Ｒ２.３.３１）

２,１９４戸
○

（59.4%）
２,３００戸

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

６１７人
（Ｒ２.３.３１）

７０６人
○

（48.6%）
８００人

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

１２１人
（Ｒ２.３.３１）

１３２人
△

（18.6%）
１８０人
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〇 女性が会議等の検討や意思決定の場に出席できるような環境作りが必要。 

〇 女性が研修会に参加しない原因について、子育て以外の原因も考えられるため、さら

なる分析と対策の検討が必要。 

〇 農業における構造的な問題として、女性自身の意思や意欲で自身のキャリアを決定

することが非常に難しいと思われるため、さらに原因について分析することが必要。 

〇 男性の意識・行動変容、家族の理解促進に向けた取組が重要であり、世代別に男女共

同参画の視点による研修会や合理的な農業経営のモデル（GAP(農業生産工程管理))の

提示なども必要ではないか。 

〇 女性のエンパワーメントのためにメーリングリストなどのネットワーキング化の 

促進が必要。 

〇 男女に関わらず、そもそも「農・畜・林・水産業」は職業の選択肢として身近ではな

いため、高校生や若者向けの体験会等を企画するなど、興味を持ってもらうことも  

重要。 

 

 

【指標Ｎｏ.１６】  「市町村子ども家庭総合支援拠点」設置数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１００ 「市町村子ども家庭総合支援拠点」設置への支援 

 

 

 意 見  

 ○ 「有資格者の配置が困難」が未配置の理由として挙げられていることに対して、複数

の自治体での共同設置を積極的に進めていくなど、県の支援が必要。 

〇 県として予算を確保し、専門家養成システムを構築すべき。 

 

 

【指標Ｎｏ.１７】 要保護児童対策地域協議会の設置市町村数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１０３  市町村児童虐待防止ネットワーク機能の強化 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１０４  千葉県要保護児童対策協議会の開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１０５  児童虐待防止医療ネットワーク事業 

 

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

５４市町村
（Ｒ元.１２）

５４市町村
◎

（維持）
５４市町村

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

１５市 ３７市町
○

（56.4%）
全市町村設置
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 意 見  

 〇 暴力の根絶と被害者への支援のためには関係機関・団体との連携強化は重要なため、

県・各自治体単位での確実な推進に期待する。 

○ 要保護児童対策地域協議会が有名無実化しないよう、協議会の実質的機能について、

工夫して評価してほしい。 

 〇 法改正や児童虐待の件数等を考慮すると、協議会を複数回開催する必要がある。ま

た、法改正に向けてe-learningなどのコンテンツを充実させるなど、県で地域の力の

底上げを図ることが重要。 

 

 

【指標Ｎｏ.２６】  県内消防団における女性消防団員数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１２  消防団活動への参画促進 

 

 

 意 見  

 〇 女性消防団員の数のみではなく、割合についても検討すべき。また、国の男女共同参 

画計画で「指導的地位に女性が占める割合３０％以上」とされていることを踏まえ、 

団長の女性割合を増やすことへの認識を持つべき。 

○ 活動の負担や旧態依然とした体質など、消防団自体の改革が必要なため、機能別団

員、機能別分団制度の活用促進や女性に期待する役割・要件等の丁寧な案内、男性側の

意識改革を促す研修等を実施していくことが重要。 

 〇 小学生からの「子ども消防団」の募集や教職員の消防団参加、大学サークル、職場単  

位での消防団の検討など、消防団組織の安定の推進が必要。 

  

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和４年度末)

令和７年度末
目標値に対する

到達度

目標値
(令和７年度)

５９１人
（Ｒ元.４.１）

６３０人
◎

（進展）
増加を目指します

127



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

所
表

彰
件

数
計

画
策

定
時

（
令

和
元

年
度

）
3
7
社

目
標

（
令

和
７

年
度

）
4
9
社

関
係

事
業

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

男
女

共
同

参
画

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

事
業

所
の

表
彰

3
,7

1
8

3
,7

1
4

①
　

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
（
仕

事
と

生
活

の
調

和
）
の

普
及

促
進

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策

１
　

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

普
及

促
進

施
策

計
3
,7

1
8

3
,7

1
4

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

所
表

彰
件

数
1
0
0
.0

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度

4
9
社

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

目
標

（
令

和
７

年
度

）

3
7
社

4
1
社

4
6
社

5
1
社

3
7

4
1

4
6

5
1

37
3
9

4
1

4
3

49

2030405060

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値

128



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

１
　

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

普
及

促
進

関
係

指
標

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

所
表

彰
件

数

・
「
社

員
い

き
い

き
！

元
気

な
会

社
」
宣

言
企

業
や

男
女

共
同

参
画

推
進

連
携

会
議

加
入

団
体

へ
の

チ
ラ

シ
・
ポ

ス
タ

ー
の

配
布

に
よ

り
、

応
募

事
業

所
の

確
保

に
向

け
た

広
報

を
行

い
ま

す
。

・
受

賞
事

業
所

の
取

組
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

千
葉

県
男

女
共

同
参

画
推

進
連

携
会

議
産

業
部

会
に

お
け

る
事

例
発

表
や

、
県

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
公

表
す

る
他

、
委

託
事

業
と

し
て

受
賞

事
業

所
の

取
組

を
紹

介
す

る
冊

子
・
動

画
を

作
成

・
周

知
す

る
こ

と
で

、
男

女
共

同
参

画
に

向
け

た
優

れ
た

取
組

を
幅

広
く

周
知

し
て

い
き

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

3
,7

1
8

3
,7

1
4

・
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

を
図

る
た

め
、

男
女

が
共

同
し

て
参

画
す

る
こ

と
の

で
き

る
職

場
づ

く
り

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

県
内

の
事

業
所

を
表

彰
し

、
広

く
紹

介
し

ま
す

。

・
女

性
の

登
用

・
職

域
拡

大
や

仕
事

と
家

庭
の

両
立

支
援

等
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
県

内
の

事
業

所
を

表
彰

す
る

た
め

に
、

広
く

募
集

を
行

い
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、

令
和

4
年

度
は

2
事

業
所

を
知

事
賞

、
3
事

業
所

を
奨

励
賞

と
し

て
表

彰
し

、
指

標
「
男

女
共

同
参

画
推

進
事

業
所

表
彰

件
数

」
は

5
1
件

と
な

り
ま

し
た

。
・
受

賞
事

業
所

の
取

組
に

つ
い

て
、

冊
子

・
動

画
の

形
に

ま
と

め
県

内
企

業
等

に
周

知
す

る
ほ

か
、

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

の
公

表
に

よ
り

周
知

し
ま

し
た

。

・
更

な
る

応
募

数
の

確
保

に
向

け
、

商
工

団
体

等
と

連
携

し
、

応
募

事
業

所
の

掘
り

起
こ

し
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

・
受

賞
事

業
所

の
取

組
を

周
知

す
る

た
め

、
更

な
る

広
報

等
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
①

　
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
（
仕

事
と

生
活

の
調

和
）
の

普
及

促
進

重
点

的
取

組
該

当

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

男
女

共
同

参
画

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

事
業

所
の

表
彰

担
当

課
総

合
企

画
部

男
女

共
同

参
画

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

目
標

（
令

和
７

年
度

）

7
0
社

9
5
社

1
1
5
社

1
3
1
社

施
策

計
3
7
,8

0
9

3
3
,9

5
8

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

働
き

方
改

革
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

活
用

し
て

働
き

方
改

革
に

取
り

組
ん

だ
企

業
数

1
0
0
.0

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度

増
加

を
目

指
し

ま
す

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

①
　

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
（
仕

事
と

生
活

の
調

和
）
の

普
及

促
進

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策

１
　

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

普
及

促
進

関
係

事
業

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

ち
ば

の
「
新

し
い

働
き

方
」
推

進
事

業
（
旧

「
働

き
方

改
革

」
推

進
事

業
）

3
7
,8

0
9

3
3
,9

5
8

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

働
き

方
改

革
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

活
用

し
て

働
き

方
改

革
に

取
り

組
ん

だ
企

業
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
7
0
社

目
標

（
令

和
７

年
度

）
増

加
を

目
指

し
ま

す

70

95

11
5

13
1

7
0

50709011
0

13
0

15
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

１
　

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

普
及

促
進

関
係

指
標

働
き

方
改

革
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

活
用

し
て

働
き

方
改

革
に

取
り

組
ん

だ
企

業
数

・
働

き
方

改
革

の
推

進
や

テ
レ

ワ
ー

ク
の

導
入

に
つ

い
て

、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
て

理
解

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

希
望

す
る

企
業

に
対

し
専

門
家

派
遣

を
実

施
す

る
な

ど
、

県
内

中
小

企
業

の
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

併
せ

て
、

働
き

方
改

革
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト
に

よ
る

広
報

や
好

事
例

集
の

活
用

促
進

に
よ

り
、

更
な

る
普

及
啓

発
を

図
り

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

3
7
,8

0
9

3
3
,9

5
8

・
働

き
方

改
革

の
推

進
や

テ
レ

ワ
ー

ク
の

導
入

に
取

り
組

む
中

小
企

業
を

支
援

す
る

た
め

、
希

望
す

る
企

業
等

に
各

分
野

の
専

門
家

を
派

遣
し

ま
す

。
併

せ
て

、
企

業
向

け
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
に

よ
り

、
多

様
で

柔
軟

な
働

き
方

の
普

及
を

図
り

ま
す

。

・
多

様
で

柔
軟

な
働

き
方

を
推

進
す

る
た

め
、

働
き

方
改

革
の

推
進

や
テ

レ
ワ

ー
ク

の
導

入
・
定

着
に

取
り

組
む

県
内

中
小

企
業

に
専

門
家

を
派

遣
す

る
と

と
も

に
、

経
営

者
の

意
識

改
革

を
図

る
セ

ミ
ナ

ー
や

講
演

会
を

開
催

し
ま

し
た

。
働

き
方

改
革

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

：
1
6
社

（
延

べ
7
7
回

）
テ

レ
ワ

ー
ク

導
入

支
援

（
専

門
家

派
遣

）
：
1
0
社

（
延

べ
4
2
回

）
企

業
向

け
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
：
7
回

・
規

模
の

小
さ

い
企

業
ほ

ど
、

労
働

環
境

の
整

備
や

テ
レ

ワ
ー

ク
の

導
入

が
進

ん
で

い
な

い
傾

向
が

あ
り

ま
す

。

施
策

の
方

向
①

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
（
仕

事
と

生
活

の
調

和
）
の

普
及

促
進

重
点

的
取

組
該

当

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

ち
ば

の
「
新

し
い

働
き

方
」
推

進
事

業
担

当
課

商
工

労
働

部
雇

用
労

働
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

4

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

家
族

経
営

協
定

締
結

数
計

画
策

定
時

（
令

和
元

年
度

）
2
,0

3
9
戸

（
R
2
.3

.3
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
2
,3

0
0
戸

３
　

地
域

農
業

・
産

地
力

ア
ッ

プ
女

性
リ
ー

ダ
ー

講
座

の
開

催
7
7
9

7
5
3

④
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

重
点

的
取

組
―

施
　

策
施

策
１

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

農
山

漁
村

女
性

団
体

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
支

援
0

0

２
　

農
山

漁
村

男
女

共
同

参
画

地
区

推
進

会
議

の
運

営
2
1
9

４
　

若
手

女
性

農
業

者
の

知
識

・
技

術
力

向
上

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

1
,2

0
7

6
3
4

５
　

女
性

林
業

者
の

知
識

・
技

術
力

向
上

の
た

め
の

研
修

支
援

4
,5

3
6

3
,5

0
6

施
策

計
6
,7

4
1

5
,0

1
8

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

家
族

経
営

協
定

締
結

数
1
0
0
.0

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

1
2
5

令
和

７
年

度

2
,3

0
0
戸

2
,0

3
9
戸

（
R
2
.3

.3
1
）

2
,0

7
5
戸

2
,1

3
3
戸

2
,1

9
4
戸

目
標

（
令

和
７

年
度

）

20
39

20
75

21
33

21
94

20
39

20
82

21
25

21
68

23
00

20
00

20
50

21
00

21
50

22
00

22
50

23
00

23
50

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

5

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

女
性

の
認

定
農

業
者

数
計

画
策

定
時

（
令

和
元

年
度

）
6
1
7
人

（
R
2
.3

.3
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
8
0
0
人

３
　

地
域

農
業

・
産

地
力

ア
ッ

プ
女

性
リ
ー

ダ
ー

講
座

の
開

催
7
7
9

7
5
3

④
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

重
点

的
取

組
―

施
　

策
施

策
１

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

農
山

漁
村

女
性

団
体

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
支

援
0

0

２
　

農
山

漁
村

男
女

共
同

参
画

地
区

推
進

会
議

の
運

営
2
1
9

４
　

若
手

女
性

農
業

者
の

知
識

・
技

術
力

向
上

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

1
,2

0
7

6
3
4

５
　

女
性

林
業

者
の

知
識

・
技

術
力

向
上

の
た

め
の

研
修

支
援

4
,5

3
6

3
,5

0
6

施
策

計
6
,7

4
1

5
,0

1
8

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

女
性

の
認

定
農

業
者

数
9
8
.9

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

1
2
5

令
和

７
年

度

8
0
0
人

6
1
7
人

（
R
2
.3

.3
1
）

6
5
5
人

6
9
5
人

7
0
6
人

目
標

（
令

和
７

年
度

）

61
7

65
5

69
5

70
6

61
7

64
7

67
7

70
7

80
0

50
0

55
0

60
0

65
0

70
0

75
0

80
0

85
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

6

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

女
性

の
農

業
士

等
認

証
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
1
2
1
人

（
R
2
.3

.3
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
1
8
0
人

３
　

地
域

農
業

・
産

地
力

ア
ッ

プ
女

性
リ
ー

ダ
ー

講
座

の
開

催
7
7
9

7
5
3

④
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

重
点

的
取

組
―

施
　

策
施

策
１

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

農
山

漁
村

女
性

団
体

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
支

援
0

0

２
　

農
山

漁
村

男
女

共
同

参
画

地
区

推
進

会
議

の
運

営
2
1
9

４
　

若
手

女
性

農
業

者
の

知
識

・
技

術
力

向
上

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

1
,2

0
7

6
3
4

５
　

女
性

林
業

者
の

知
識

・
技

術
力

向
上

の
た

め
の

研
修

支
援

4
,5

3
6

3
,5

0
6

施
策

計
6
,7

4
1

5
,0

1
8

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

女
性

の
農

業
士

等
認

証
数

3
6
.7

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

1
2
5

令
和

７
年

度

1
8
0
人

1
2
1
人

（
R
2
.3

.3
1
）

1
2
3
人

1
2
7
人

1
3
2
人

目
標

（
令

和
７

年
度

）

12
1

12
3

12
7

13
2

12
1

13
1

14
1

15
1

18
0

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
1

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

１
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

関
係

指
標

家
族

経
営

協
定

締
結

数
、

女
性

の
認

定
農

業
者

数
、

女
性

の
農

業
士

等
認

証
数

・
女

性
の

登
用

数
が

少
な

い
農

業
委

員
会

・
ＪＡ

に
対

し
、

効
果

的
な

タ
イ

ミ
ン

グ
や

方
法

で
要

請
活

動
が

で
き

る
よ

う
、

継
続

し
て

支
援

を
行

い
ま

す
。

・
女

性
だ

け
で

な
く

、
男

性
や

関
係

機
関

を
参

集
し

て
研

修
会

を
開

催
し

、
女

性
の

社
会

参
画

へ
の

理
解

促
進

を
図

り
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

0 0

・
農

・
畜

・
林

・
水

産
業

各
分

野
の

女
性

団
体

で
構

成
さ

れ
る

県
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

の
団

体
相

互
の

交
流

促
進

・
連

携
体

制
の

強
化

を
図

り
、

農
山

漁
村

の
男

女
共

同
参

画
を

効
果

的
に

推
進

す
る

た
め

に
、

組
織

代
表

者
に

よ
る

リ
ー

ダ
ー

会
議

と
合

同
研

修
会

を
開

催
し

ま
す

。

・
リ

ー
ダ

ー
会

議
を

2
回

開
催

し
、

女
性

の
登

用
促

進
に

関
す

る
取

組
を

支
援

し
ま

し
た

。
 な

お
、

第
１

回
リ

ー
ダ

ー
会

議
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

書
面

開
催

と
し

ま
し

た
。

・
女

性
農

林
漁

業
者

が
女

性
の

社
会

参
画

の
意

義
や

課
題

に
つ

い
て

学
ぶ

た
め

、
農

山
漁

村
フ

ロ
ン

ト
ラ

ン
ナ

ー
研

修
会

を
開

催
し

、
意

識
向

上
を

図
り

ま
し

た
。

・
会

の
活

動
と

し
て

、
農

業
委

員
や

ＪＡ
理

事
へ

要
望

書
を

提
出

し
、

各
組

織
で

の
女

性
登

用
を

要
請

し
て

い
ま

す
。

 目
標

達
成

に
向

け
、

要
請

の
タ

イ
ミ

ン
グ

や
方

法
等

を
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

て
工

夫
し

、
女

性
活

躍
へ

の
理

解
促

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

施
策

の
方

向
④

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

農
山

漁
村

女
性

団
体

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
支

援
担

当
課

農
林

水
産

部
担

い
手

支
援

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
2

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

１
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

関
係

指
標

家
族

経
営

協
定

締
結

数
、

女
性

の
認

定
農

業
者

数
、

女
性

の
農

業
士

等
認

証
数

・
将

来
の

農
業

士
等

と
な

る
女

性
を

育
成

す
る

た
め

、
若

手
女

性
農

業
者

を
対

象
と

し
た

研
修

会
の

開
催

や
、

地
区

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
支

援
に

つ
い

て
、

地
域

の
関

係
機

関
と

連
携

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・
家

族
経

営
協

定
の

締
結

と
認

定
農

業
者

の
共

同
申

請
を

推
進

し
、

経
営

内
で

の
役

割
分

担
を

明
確

に
で

き
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

・
農

業
士

等
の

候
補

者
を

掘
り

起
こ

し
、

組
織

活
動

へ
の

理
解

促
進

に
向

け
、

候
補

者
だ

け
で

な
く

家
族

に
対

し
て

も
継

続
し

て
働

き
か

け
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

2
1
9

1
2
5

・
各

地
域

に
お

け
る

農
山

漁
村

の
男

女
共

同
参

画
の

推
進

母
体

と
し

て
、

県
、

市
町

村
、

関
係

団
体

等
に

よ
り

構
成

す
る

地
区

推
進

会
議

を
各

農
業

事
務

所
が

事
務

局
と

な
り

運
営

し
、

地
区

で
の

農
山

漁
村

男
女

共
同

参
画

の
推

進
体

制
の

強
化

を
図

り
、

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

・
1
0
地

区
の

農
業

事
務

所
で

地
区

推
進

会
議

及
び

地
域

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

ま
し

た
。

・
第

5
次

千
葉

県
男

女
共

同
参

画
計

画
の

推
進

方
向

と
目

標
に

つ
い

て
関

係
機

関
と

共
有

す
る

と
と

も
に

、
家

族
経

営
協

定
や

認
定

農
業

者
等

に
関

す
る

理
解

を
深

め
ま

し
た

。

・
農

業
士

等
の

認
証

者
数

が
目

標
に

達
し

て
い

な
い

要
因

と
し

て
、

認
証

要
件

を
満

た
す

女
性

農
業

者
が

少
な

い
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
・
女

性
農

業
者

は
「
経

営
内

で
の

分
担

が
明

確
で

な
い

」
「
子

育
て

が
忙

し
い

」
な

ど
の

理
由

に
よ

り
、

農
業

士
等

の
組

織
活

動
へ

の
参

加
が

難
し

い
場

合
も

あ
り

ま
す

。

施
策

の
方

向
④

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

農
山

漁
村

男
女

共
同

参
画

地
区

推
進

会
議

の
運

営
担

当
課

農
林

水
産

部
担

い
手

支
援

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

１
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

関
係

指
標

家
族

経
営

協
定

締
結

数
、

女
性

の
認

定
農

業
者

数
、

女
性

の
農

業
士

等
認

証
数

・
引

き
続

き
リ

ー
ダ

ー
講

座
を

開
催

し
、

受
講

生
に

よ
る

プ
ラ

ン
の

提
案

、
実

践
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。
・
女

性
農

業
者

が
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

で
き

る
よ

う
、

産
地

や
関

係
機

関
の

理
解

促
進

に
向

け
働

き
か

け
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

7
7
9

7
5
3

・
地

域
農

業
に

お
い

て
主

体
的

な
活

躍
が

期
待

で
き

る
女

性
農

業
者

を
育

成
し

ま
す

。
・
3
年

間
の

講
座

を
通

じ
、

産
地

・
地

域
の

課
題

整
理

に
取

り
組

み
、

地
域

農
業

や
産

地
の

活
性

化
に

向
け

た
プ

ラ
ン

の
作

成
・
実

践
を

支
援

し
ま

す
。

・
1
0
地

区
の

1
2
グ

ル
ー

プ
2
9
名

を
対

象
に

、
3
回

の
研

修
会

「
地

域
農

業
・
産

地
力

ア
ッ

プ
女

性
リ

ー
ダ

ー
講

座
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
・
産

地
・
地

域
の

活
性

化
に

向
け

た
課

題
整

理
を

も
と

に
、

女
性

農
業

者
に

よ
る

産
地

活
性

化
プ

ラ
ン

の
作

成
を

支
援

し
ま

し
た

。

・
女

性
農

業
者

が
産

地
や

地
域

で
活

躍
す

る
た

め
に

は
、

女
性

農
業

者
の

資
質

向
上

だ
け

で
な

く
、

産
地

や
関

係
機

関
の

理
解

促
進

が
必

要
で

す
。

施
策

の
方

向
④

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

地
域

農
業

・
産

地
力

ア
ッ

プ
女

性
リ

ー
ダ

ー
講

座
の

開
催

担
当

課
農

林
水

産
部

担
い

手
支

援
課

137



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
4

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

１
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

関
係

指
標

家
族

経
営

協
定

締
結

数
、

女
性

の
認

定
農

業
者

数
、

女
性

の
農

業
士

等
認

証
数

・
経

営
参

画
に

向
け

、
若

手
女

性
農

業
者

が
実

践
力

を
身

に
つ

け
ら

れ
る

よ
う

、
対

象
に

合
わ

せ
た

研
修

内
容

や
開

催
時

期
・
方

法
を

工
夫

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
研

修
会

の
開

催
や

、
欠

席
時

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
取

り
組

み
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

1
,2

0
7

6
3
4

・
各

地
域

に
お

い
て

若
手

女
性

農
業

者
を

対
象

に
農

業
生

産
に

関
す

る
知

識
・
技

術
力

の
向

上
研

修
会

を
開

催
し

、
若

手
女

性
農

業
者

の
経

営
参

画
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

・
各

地
区

の
農

業
事

務
所

で
地

域
の

現
状

に
合

わ
せ

た
研

修
会

を
開

催
し

、
若

手
女

性
農

業
者

の
資

質
向

上
を

図
り

ま
し

た
。

・
対

象
者

の
営

農
類

型
や

経
営

へ
の

関
わ

り
方

が
様

々
で

あ
り

、
研

修
会

の
テ

ー
マ

設
定

や
開

催
方

法
が

難
し

い
面

も
あ

り
ま

す
。

・
対

象
者

が
子

育
て

で
忙

し
く

、
研

修
会

に
参

加
で

き
な

い
場

合
も

あ
り

ま
す

。

施
策

の
方

向
④

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

若
手

女
性

農
業

者
の

知
識

・
技

術
力

向
上

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

担
当

課
農

林
水

産
部

担
い

手
支

援
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
5

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

１
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

関
係

指
標

家
族

経
営

協
定

締
結

数
、

女
性

の
認

定
農

業
者

数
、

女
性

の
農

業
士

等
認

証
数

・
令

和
５

年
度

か
ら

の
取

組
と

し
て

、
君

津
青

葉
高

校
を

対
象

に
体

験
会

や
就

業
林

業
会

を
実

施
予

定
で

す
。

今
ま

で
対

象
に

し
て

い
な

か
っ

た
若

年
層

へ
の

就
業

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
新

規
参

入
を

促
す

こ
と

が
で

き
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

4
,5

3
6

3
,5

0
6

・
林

業
事

業
体

へ
の

就
業

円
滑

化
支

援
を

目
的

と
し

、
林

業
未

経
験

の
就

業
希

望
者

を
対

象
に

林
業

の
仕

事
の

体
験

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
事

業
体

を
集

め
た

就
業

面
談

会
を

開
催

し
ま

し
た

。

・
延

べ
１

５
日

間
の

体
験

会
を

実
施

し
、

事
業

体
を

集
め

た
就

業
面

談
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
男

女
合

わ
せ

て
７

名
受

講
し

ま
し

た
。

・
林

業
事

業
の

性
質

上
女

性
林

業
者

の
人

材
が

少
な

く
、

体
験

会
や

就
業

面
談

会
な

ど
の

事
業

を
行

っ
て

も
女

性
林

業
者

が
集

ま
り

づ
ら

い
と

い
う

問
題

点
が

あ
り

ま
す

。

施
策

の
方

向
④

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

女
性

林
業

者
の

知
識

･技
術

力
向

上
の

た
め

の
研

修
支

援
担

当
課

農
林

水
産

部
森

林
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
6

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

「
市

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
」
設

置
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
1
5
市

目
標

（
令

和
７

年
度

）
全

市
町

村
設

置

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

　
　

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶
と

被
害

者
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

施
　

策
施

策
４

　
児

童
虐

待
防

止
対

策
の

総
合

的
な

推
進

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

「
市

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
」
設

置
へ

の
支

援
 

2
,5

6
0

1
,1

8
1

目
標

（
令

和
７

年
度

）

施
策

計
2
,5

6
0

1
,1

8
1

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

「
市

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
」
設

置
数

1
0
0
.0

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

全
市

町
村

設
置

1
5
市

2
0
市

2
9
市

3
7
市

町

15
20

29
37

15

21
.5

28
34

.5

54

0102030405060

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

5
8

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

５
　

結
婚

か
ら

妊
娠

・
出

産
・
子

育
て

ま
で

の
切

れ
目

の
な

い
支

援
関

係
指

標
―

・
派

遣
可

能
な

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
は

市
町

村
児

童
福

祉
主

管
課

の
管

理
職

経
験

者
も

複
数

い
る

た
め

、
職

員
確

保
の

た
め

の
働

き
か

け
に

つ
い

て
も

助
言

い
た

だ
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

2
,5

6
0

1
,1

8
3

・
市

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
と

は
、

子
ど

も
及

び
妊

産
婦

の
福

祉
に

関
し

、
必

要
な

実
情

の
把

握
に

努
め

、
情

報
の

提
供

を
行

い
、

家
庭

そ
の

他
か

ら
の

相
談

に
応

じ
、

調
査

及
び

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

他
の

必
要

な
支

援
に

係
る

業
務

を
適

切
に

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

・
設

置
主

体
は

市
町

村
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

県
は

設
置

に
向

け
た

後
方

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
・
設

置
に

向
け

た
準

備
の

段
階

か
ら

、
拠

点
設

置
の

意
義

や
職

員
の

配
置

基
準

、
補

助
金

の
申

請
等

に
つ

い
て

の
疑

問
等

を
解

消
す

る
た

め
、

ま
た

、
職

員
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

を
開

催
す

る
た

め
に

市
町

村
の

要
望

に
応

じ
て

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
派

遣
し

ま
し

た
。

（
事

業
№

1
0
3
「
市

町
村

児
童

虐
待

防
止

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
」
を

活
用

）

・
拠

点
の

未
設

置
の

市
町

村
も

多
く

あ
り

、
そ

の
理

由
と

し
て

「
有

資
格

者
の

確
保

が
困

難
で

あ
る

」
と

の
意

見
が

挙
が

っ
て

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
①

　
子

育
て

・
介

護
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
２

　
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

男
女

共
同

参
画

の
促

進

「
市

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
」
設

置
へ

の
支

援
担

当
課

健
康

福
祉

部
児

童
家

庭
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
7

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
設

置
市

町
村

数
計

画
策

定
時

（
令

和
元

年
度

）
5
4
市

町
村

目
標

（
令

和
７

年
度

）
5
4
市

町
村

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

市
町

村
児

童
虐

待
防

止
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
2
,5

6
0

1
,1

8
1

２
　

千
葉

県
要

保
護

児
童

対
策

協
議

会
の

開
催

9
8

0

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

　
　

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶
と

被
害

者
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

施
　

策
施

策
５

　
Ｄ

Ｖ
及

び
児

童
虐

待
に

関
す

る
関

係
機

関
・
団

体
と

の
連

携
強

化

目
標

（
令

和
７

年
度

）

施
策

計
7
,0

9
0

5
,6

1
3

３
　

児
童

虐
待

防
止

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

4
,4

3
2

4
,4

3
2

評
価

年
度

の
進

捗
率

※
２

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
設

置
市

町
村

数
1
0
0
.0

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

７
年

度

5
4
市

町
村

5
4
市

町
村

（
R
元

.1
2
）

5
4
市

町
村

5
4
市

町
村

5
4
市

町
村

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

54
54

54
54

54

0102030405060

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
0
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

５
　

Ｄ
Ｖ

及
び

児
童

虐
待

に
関

す
る

関
係

機
関

・
団

体
と

の
連

携
強

化
関

係
指

標
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

設
置

市
町

村
数

・
研

修
会

か
ら

個
別

ケ
ー

ス
の

助
言

等
ま

で
活

用
事

例
は

様
々

あ
る

た
め

、
前

年
度

の
活

用
実

績
を

全
市

町
村

に
示

し
た

り
、

活
用

に
つ

い
て

事
前

の
相

談
を

受
け

付
け

た
り

す
る

等
し

て
、

市
町

村
が

本
事

業
を

活
用

し
や

す
く

な
る

よ
う

働
き

か
け

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

2
,5

6
0

1
,1

8
3

・
専

門
的

人
材

の
確

保
が

難
し

い
地

域
に

お
け

る
市

町
村

児
童

虐
待

防
止

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

及
び

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
機

能
強

化
を

図
る

た
め

、
助

言
指

導
を

行
う

専
門

家
（
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
）
を

県
が

派
遣

し
ま

す
。

・
令

和
4
年

度
は

、
3
3
市

町
村

へ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
助

言
内

容
と

し
て

は
、

「
児

童
虐

待
の

基
本

的
な

対
応

の
流

れ
」
、

「
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
会

の
運

営
の

在
り

方
」
、

「
市

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の

設
置

に
つ

い
て

」
、

「
児

童
の

国
籍

取
得

に
つ

い
て

」
、

「
個

別
ケ

ー
ス

の
支

援
に

つ
い

て
の

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
」
等

と
な

っ
て

お
り

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
は

大
学

教
授

や
小

児
科

医
師

、
児

童
福

祉
に

関
す

る
有

識
者

等
に

お
願

い
し

ま
し

た
。

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

回
数

は
増

加
し

て
き

た
も

の
の

、
い

ま
だ

活
用

実
績

の
な

い
市

町
村

も
あ

る
こ

と
が

課
題

と
し

て
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

  
施

策
の

方
向

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
  

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
根

絶
と

被
害

者
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

市
町

村
児

童
虐

待
防

止
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
担

当
課

健
康

福
祉

部
児

童
家

庭
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
0
4

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

５
　

Ｄ
Ｖ

及
び

児
童

虐
待

に
関

す
る

関
係

機
関

・
団

体
と

の
連

携
強

化
関

係
指

標
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

設
置

市
町

村
数

・
今

後
、

参
集

型
以

外
の

開
催

方
式

に
つ

い
て

は
書

面
開

催
だ

け
で

な
く

、
即

時
的

な
意

見
交

換
が

行
え

る
よ

う
Ｗ

Ｅ
Ｂ

会
議

方
式

に
よ

る
会

議
の

開
催

を
検

討
し

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

9
8 0

・
千

葉
県

要
保

護
児

童
対

策
協

議
会

は
、

要
保

護
児

童
等

の
支

援
に

関
わ

る
関

係
機

関
の

代
表

者
が

一
堂

に
集

ま
り

、
関

係
機

関
の

円
滑

な
連

携
や

協
力

を
確

保
す

る
た

め
の

情
報

交
換

及
び

情
報

の
共

有
化

、
各

関
係

機
関

の
役

割
の

明
確

化
等

を
目

的
に

開
催

し
ま

す
。

・
協

議
会

は
、

法
務

局
、

家
庭

裁
判

所
、

市
町

村
代

表
、

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
、

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
、

弁
護

士
会

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
校

長
会

(小
・
中

・
高

)、
私

立
幼

稚
園

連
合

会
、

保
育

協
議

会
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

絡
協

議
会

、
児

童
福

祉
施

設
協

議
会

、
県

警
本

部
、

教
育

庁
、

病
院

局
等

庁
内

関
係

課
に

よ
り

構
成

さ
れ

、
児

童
虐

待
等

に
関

す
る

千
葉

県
の

状
況

等
に

関
す

る
報

告
(虐

待
件

数
な

ど
)や

要
保

護
児

童
等

に
関

す
る

各
関

係
機

関
の

取
り

組
み

状
況

の
報

告
等

の
情

報
共

有
を

目
的

と
す

る
が

、
令

和
４

年
度

の
開

催
は

見
送

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。

・
直

近
３

年
間

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
書

面
開

催
や

不
開

催
と

な
っ

て
お

り
、

十
分

な
情

報
交

換
や

共
有

が
果

た
せ

て
い

な
い

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

  
施

策
の

方
向

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
  

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
根

絶
と

被
害

者
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

千
葉

県
要

保
護

児
童

対
策

協
議

会
の

開
催

担
当

課
健

康
福

祉
部

児
童

家
庭

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
0
5

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

５
　

Ｄ
Ｖ

及
び

児
童

虐
待

に
関

す
る

関
係

機
関

・
団

体
と

の
連

携
強

化
関

係
指

標
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

設
置

市
町

村
数

・
地

域
の

医
療

機
関

に
虐

待
を

受
け

た
と

思
わ

れ
る

子
ど

も
が

受
診

し
た

場
合

の
対

応
方

法
等

に
つ

い
て

を
掲

載
し

た
手

引
き

を
作

成
し

、
配

布
し

て
い

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

4
,4

3
2

4
,4

3
2

・
中

核
的

な
医

療
機

関
を

中
心

と
し

て
、

児
童

虐
待

対
応

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
や

保
健

医
療

従
事

者
の

教
育

等
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

医
療

機
関

に
お

け
る

児
童

虐
待

対
応

の
向

上
を

図
り

、
も

っ
て

児
童

虐
待

の
早

期
発

見
及

び
児

童
虐

待
の

深
刻

化
を

未
然

防
止

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

・
令

和
4
年

度
は

下
記

取
組

を
実

施
し

、
医

療
機

関
に

お
け

る
児

童
虐

待
対

応
の

向
上

を
図

り
ま

し
た

。
　

 (
1
) 
相

談
助

言
事

業
　

　
　

 相
談

件
数

（
延

）
：
1
4
1
件

、
相

談
者

（
一

部
抜

粋
）
：
児

童
相

談
所

、
市

町
村

、
他

医
療

機
関

　
　

　
 相

談
内

容
と

し
て

は
、

診
断

に
つ

い
て

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

依
頼

、
ケ

ー
ス

へ
の

対
応

方
法

、
児

童
相

談
所

及
び

千
葉

県
要

保
護

児
童

対
策

協
議

会
へ

の
対

応
方

法
の

　
　

　
 ア

ド
バ

イ
ス

依
頼

、
受

診
依

頼
等

と
な

っ
て

い
ま

す
。

本
事

業
で

は
地

区
毎

に
協

力
病

院
を

設
置

し
て

お
り

、
そ

の
病

院
に

も
地

域
か

ら
の

相
談

助
言

に
つ

い
て

受
け

て
も

ら
う

よ
う

  
  
  
  
協

力
依

頼
を

し
て

い
ま

す
。

そ
の

実
績

も
含

め
る

と
、

相
談

件
数

は
2
,8

7
2
件

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
 (
2
) 
教

育
研

修
事

業
  
  
  
  
1
回

目
 「

子
ど

も
虐

待
　

基
本

の
“
き

”
　

～
自

信
を

も
っ

て
対

応
で

き
る

た
め

に
」
「
警

察
の

捜
査

活
動

」
　

　
対

象
者

：
医

療
機

関
、

福
祉

機
関

等
　

1
0
6
名

参
加

  
  
  
  
2
回

目
 「

児
童

虐
待

の
画

像
診

断
：
総

論
及

び
骨

折
の

画
像

診
断

」
「
虐

待
に

よ
る

頭
部

外
傷

と
そ

の
画

像
評

価
」
　

　
対

象
者

：
医

療
機

関
、

福
祉

機
関

等
　

1
0
1
名

参
加

・
本

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

に
は

児
童

虐
待

対
応

チ
ー

ム
を

有
す

る
比

較
的

大
規

模
な

医
療

機
関

の
参

加
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
今

後
は

多
く

の
子

ど
も

が
初

診
で

訪
れ

る
と

思
わ

れ
る

地
域

の
医

療
機

関
に

つ
い

て
も

児
童

虐
待

対
応

へ
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

  
施

策
の

方
向

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
  
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

根
絶

と
被

害
者

へ
の

支
援

重
点

的
取

組
該

当

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

児
童

虐
待

防
止

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

担
当

課
健

康
福

祉
部

児
童

家
庭

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2
6

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
７

　
防

災
・
復

興
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

県
内

消
防

団
に

お
け

る
女

性
消

防
団

員
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
5
9
1
人

（
R
元

.4
.1

）
目

標
（
令

和
７

年
度

）
増

加
を

目
指

し
ま

す

令
和

４
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

消
防

団
活

動
へ

の
参

画
促

進
1
,3

2
4

6
6
7

　
　

　
②

　
消

防
・
防

災
活

動
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

促
進

重
点

的
取

組
―

施
　

策
施

策
２

　
地

域
に

お
け

る
消

防
活

動
へ

の
参

画
促

進

目
標

（
令

和
７

年
度

）

施
策

計
1
,3

2
4

6
6
7

評
価

年
度

の
進

捗
率

※
２

県
内

消
防

団
に

お
け

る
女

性
消

防
団

員
数

1
0
0
.0

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

７
年

度

増
加

を
目

指
し

ま
す

5
9
1
人

（
R
元

.4
.1

）
6
3
1
人

6
3
0
人

6
3
0
人

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名

事
業

名
令

和
４

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

59
1

63
1

63
0

63
0

59
1

25
0

35
0

45
0

55
0

65
0

75
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
1
2

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

施
策

２
　

地
域

に
お

け
る

消
防

活
動

へ
の

参
画

促
進

関
係

指
標

県
内

消
防

団
に

お
け

る
女

性
消

防
団

員
数

・
令

和
４

年
度

か
ら

３
年

間
、

機
能

別
消

防
団

員
・
分

団
制

度
等

を
新

た
に

導
入

し
た

市
町

村
に

対
し

、
活

動
服

な
ど

の
装

備
品

等
の

整
備

に
係

る
補

助
に

つ
い

て
補

助
率

を
か

さ
上

げ
し

、
制

度
が

導
入

さ
れ

て
い

な
い

市
町

村
に

対
し

、
機

能
別

消
防

団
員

・
分

団
制

度
等

の
積

極
的

な
導

入
を

働
き

掛
け

て
い

き
ま

す
。

・
女

性
団

員
が

不
足

す
る

地
域

で
は

、
女

性
消

防
団

員
の

活
動

体
験

を
紹

介
す

る
な

ど
し

て
、

地
域

防
災

に
関

心
を

持
つ

女
性

の
消

防
団

参
加

に
つ

な
が

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

４
年

度

1
,3

2
4

6
6
7

・
女

性
消

防
団

員
は

、
住

民
へ

の
普

及
啓

発
や

応
急

手
当

の
普

及
指

導
、

災
害

時
の

避
難

所
運

営
支

援
活

動
等

、
多

岐
に

わ
た

る
活

動
が

期
待

さ
れ

る
が

、
い

ま
だ

に
女

性
消

防
団

員
が

全
消

防
団

員
に

占
め

る
割

合
は

約
３

％
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

女
性

消
防

団
員

の
増

加
を

目
指

し
ま

す
。

・
市

町
村

の
入

団
促

進
の

取
組

み
を

支
援

す
る

た
め

、
現

役
女

性
消

防
団

員
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

を
掲

載
し

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
製

し
、

各
市

町
村

等
へ

配
布

し
ま

し
た

。
・
女

性
消

防
団

員
が

少
な

い
地

域
に

お
い

て
地

域
防

災
に

関
心

を
持

つ
女

性
を

増
や

し
、

消
防

団
へ

の
入

団
に

つ
な

げ
る

た
め

に
女

性
消

防
団

員
の

活
動

体
験

の
紹

介
や

体
験

型
の

防
災

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
時

間
帯

を
限

定
し

た
活

動
や

特
定

の
災

害
種

別
に

の
み

活
動

を
行

う
機

能
別

消
防

団
員

・
分

団
制

度
は

、
女

性
の

入
団

を
促

進
す

る
た

め
に

効
果

的
で

す
が

、
導

入
し

て
い

る
団

体
は

令
和

４
年

４
月

１
日

時
点

で
２

０
市

町
に

と
ど

ま
っ

て
い

ま
す

。

施
策

の
方

向
②

　
消

防
・
防

災
活

動
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

促
進

重
点

的
取

組
―

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
７

　
防

災
・
復

興
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

消
防

団
活

動
へ

の
参

画
促

進
担

当
課

防
災

危
機

管
理

部
消

防
課
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